
 

 

 

会議録（概要版） 

審議会等の名称 第７回山口市スマートシティ推進協議会 

開催日時 令和３年１０月１５日（金曜日）１４：００～１６：００ 

開催場所 防長苑 ２階 孔雀の間 

公開・部分公開の

区分 

公開 

出席者 松野浩嗣委員、杉井学委員、中川健一委員、濵田泰委員、大田正之委員、永久弘 

之委員、会田大也委員、田中光敏委員、中島和彦委員、鈴木文彦委員、兒玉達哉委

員、高田新一郎委員、藤井智佳子委員、田中貴光オブザーバー 

欠席者 山本庸子委員 

事務局 山口市総合政策部スマートシティ推進室 

次 第 １ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 議事 

（１）山口市スマートシティ推進ビジョン（兼）官民データ活用推進計画の策定について 

（２）意見交換 

４ 次回の日程 

５ 閉会 

議 事 １ 開会 

 

２ 会長挨拶 

（会長挨拶） 

 

３ 議事 

（１）山口市スマートシティ推進ビジョン（兼）官民データ活用推進計画の策定について 

（資料１「山口市スマートシティ推進ビジョン（兼）官民データ活用推進計画（素案）につ

いて」について説明。） 

 

（資料２「山口市スマートシティ推進ビジョン（兼）官民データ活用推進計画（素案）【概

要版】」について説明。） 

 

（資料３「山口市スマートシティ推進ビジョン（兼）官民データ活用推進計画（素案）」につ

いて説明。） 

 

（２）意見交換 

【松野会長】 

どうもありがとうございました。それでは引き続き、議事（２）番目の意見交換に入ら

せていただきたいと思います。今の、説明に対する疑問などをお願いします。せっかく



 

 

 

お集まりですので、各委員から一人ずつご意見をいただきたいと思います。名簿順で

進めさせていただきたいと思います。ではまず、杉井委員からお願いします。 

 

【杉井委員】 

山口大学の杉井です。半分、私事になるかもしれませんが、私、ここの資料の中に

もありましたように、現在阿東徳佐地域で調査をさせていただいておりまして、そこで

感じたことは、非常に山口の市街地に近いのですが、車で、一番阿東徳佐地域の遠

いところまで行っても１時間くらいなのですが、まったく環境が違う。様々なインフラを

含めてなのですが、調査をして直面したのは、公共交通機関がほとんどない。タクシ

ーに乗ろうと思ったら、タクシー業者がもう廃業していてタクシーもない。さあ、どうや

って帰るというような話になりまして、そういうところから、この資料の最後のところに

あって、これはとてもいいなと思ったことです。以前からこの資料は出ていたのです

が、６８ページのところ山口モデルスーパーシティ構築プロジェクト、この中に地域とし

て、阿東徳佐の地福地域それから阿東地域が入っているというところで、人口が集中

している市街地だけではなくて、少し人口密度の低いところも忘れてはならないとい

うことを最近私は実感しています。特にいろいろな課題があると思うのですね。高齢

者が多いというようなこともあって、じゃあどういうふうにして、DXであるとかスーパ

ーシティを進めていくのか、課題はたくさんあると思うのですが、ぜひここも忘れない

ように。中山間地域、山口市、県もそうですが、中山間地域を含めた形で、スマートシ

ティが発展していけばいいなというふうに感じています。 

 

【松野会長】 

では、次に中川委員お願いします。 

 

【中川委員】 

NTT西日本の中川と申します。よろしくお願いします。ご説明受けまして、ちょっと

気になったところ、確認しておきたいところを含めて、発言させていただきたいと思い

ます。まず、９ページの実施体制ですが、今、プランニングとかお手伝いするところが

スマートシティ協議会で、市民企業等にリンクするところが自治体として山口市である

とか、民間事業者様とか大学様とかという形なのですが、結構足の長いプロジェクト

で、進めていくにあたっては、第三セクターというか独自的な立場でやっていくという

のが、結構ほかの自治体とかトレンド的になってきていたりするので、短期的に終わる

ものでないですし、それぞれ自治体の強みとか事業者さんの強みとかを生かすため

に、独立的に第三セクターみたいな形でやるというのが検討出来たらいいのかなと思

っておりますが、今の時点でこういう形で進めております。将来的にはそういった体制

も含めて検討が必要ではないかなというのが１つ目のコメントです。 

２つ目が１１ページのところで、会田さんと藤井さんがいろいろご検討いただいた件

をちょっと見させていただいたのですが、最終着地のところが何種類もアプリを作る



 

 

 

のではなくて、既存アプリを様々な分野に横展開するという考え方ですが、この辺は

アプリ開発という観点では濵田さんがお強いかもしれないのですが、一つの特定のア

プリケーションを、機能をどんどん拡充するという形になると、ベンダーロックオンされ

て、高止まりしたり、融通が利かなくなってしまって、もうどうにもならない、ということ

になりかねない、といいながら各分野で強いアプリケーションがあるのですね。保育

系だとコドモンとか、いろいろな強みがあるアプリケーションというのがあるので、そう

いったアプリケーションを横でつなぐ、都市 OSみたいなところが１４ページの右下の

ところに図があるのですが、そういったものを、データを有効活用したり、UIがバラバ

ラになるのであれば、一つのビューで見せるようにする仕組みとかは技術的には可能

なので、既存のアプリを広げていくという考え方については、一つのアプローチとして

はあるのですが、そういったところも含めて考えた方が、今後のデータ活用とかそのリ

ーズナブルにデータ利活用できる仕組みでは、すごくいいのかなと私は思っておりま

す。 

それから先ほど、杉井さんがお話いただいたページのところで、６８ページですが、

まさしく、その集落というか中山間を意識しているというのはすごく私も賛成で、これ

は進めていくべきだと思っていますが、かたや国交省とかコンパクトシティとか標榜し

ている中で、山口都市核が、中山間と都市核と、ある意味エッジになっていくわけで、

エッジとしての付加価値というか、求められるものがあるので、そういったところもし

っかり検討を加えていくと、非常に面白いプロジェクトになってくるのではないかと思

ったので、これはコメントという形で入れさせていただきました。私からは以上です。 

 

【松野会長】 

ありがとうございます。何かお尋ねになりたいことがありますか。濵田委員お願いし

ます。 

 

 

【濵田委員】 

こんにちは。３点ほどちょっとお話させていただきます。 

まず１点目です。先ほどご紹介がありましたが、この協議会に参加している私の役

目の中で、人材育成ですが、デジタル人材、DXを推進すべき人材育成という観点

で、ジーズアカデミー、ユニット山口というのを先週の土曜日、新山口のメグリバで開

講しました。これは、これから続けていくスマートシティが推進される下支えとしての人

材をどう輩出していくのか、というところをテーマにしています。第１期生が１２名参加

いただいて、女性が３名で男性が9名。山口市の方がおよそ半分、下関、宇部、防府、

周南、下松、という所から参加いただいていますが、６か月のコースということで、

我々としては技術者としてちゃんと送り出しをする。エンジニアとしてちゃんと送り出し

をするということで、輩出をしていき、１年間、大体３０人から５０人くらいエンジニアを

出していこうというふうに考えています。 



 

 

 

それと２番目ですが、最終的なＫＰＩの話が必要だという話で書いておられるのです

が、なかなか難しいだと思うのですが、ＫＰＩといいながらも、数値を持つというのは難

しいと思うので、定量的に測っていかれないと、ＫＰＩの信用性がなくなっていく。そう

すると例えば令和２年度、もう終わっていますが、数値自体がきちんと実態に沿って

いるかという気がします。できればちゃんと市民にアンケート調査といいますか、最近

はデジタルを使えば、かなりスピードアップできますし、コンパクトにできますので、そ

のようなものをちゃんと動かしながら、ＫＰＩを確認する。これはなにか、普及率という

よりかは、満足度みたいなものが一番だと思うのですが、そういったものを取ってい

かれてはいかがかでしょうかという気がしています。 

それと３番目にお配りをさせていただきました、資料ですが、ハラハラドキドキしな

がら今日持ってきたのですが、勝手に借りました、松野会長のいただいた参考資料２

も見ます。松野会長の資料、ＤＸの定義というところで、デジタルを軸としたデジタル

サイネージを図ることによって、ウェブサイトの集合体から脱皮し、組織を復活させる

ことと書かれています。まさにここは悩んだところですが、今回の資料の中で、大変失

礼ですが、どうも個別最適化をされている、個別最適を追求していくような、あり方が

見受けられます。それは先ほど、アプリの話もありましたが、たくさんのものを作ってし

まって、それぞれ別件というものをなくしたらＤＸの意味がない、というかもっと近道

があるのにと思うことがたくさんあるのですね。それに書きましたが、部分最適で分野

の中でデジタル方式ということの発想ではなくて、市民の暮らしというのを真ん中に

おいて、それにつながっていくというか、その真ん中にあるのが、ＯＳというか都市Ｏ

Ｓ、ネットワーク、そういうのを真ん中にあって、これをだんだん充実させていくという

ことのような気がしています。その充実させていくという仕方が、２枚目に書かせてい

ただきましたが、これはどんどん進化していくものだというふうに思います。時間が経

つとともに。決して出来上がったら１００％というわけでもないし、時代のＤＸのはるか

先に進む中でいくと、どんどん螺旋的に上っていく。それで進化していく。そこにそれ

ぞれ、それぞれでまた進化したものが出てくる、これの歯車がかみ合うような真ん中

の都市OSネットみたいなのもがでてくるような、ちょっとイメージ図を作らさせていた

だきました。こういうものをイラストで、少し表現を工夫なされているかなと思います。

以上です。 

 

【松野会長】 

ありがとうございます。何かありますでしょうか。次に大田委員、お願いします。 

 

【大田委員】 

私も３点ほど、コンパクトに申し上げます。 

まず最初に１２ページの９つの色分けがしてありますが、その中で、子育て教育とい

う言い方、言葉なのですが、両方その、大人から見た言い方、ベクトルが下に行って、

最近ですと、「子育ち」と、子どもたちが自分で学習して、スマホであるとかどんどんや



 

 

 

っていっている環境がどんどん整っているので、出来れば「子育ち」という言葉もあっ

たほうがいいのかなという気がしました。 

それと２点目ですが、２１ページ、市内企業の DX推進ということで、以前、簡単に

申し上げたことがあるのですが、商工会議所の方で、DXの地域経済循環アプリとい

う「やまっち」という名前に決まったのですが、地域経済循環アプリ、これ県に補助金

をいただいて、NTTさんとか山銀さんとか一緒に取り組んでいますので、そういった

取組をしておりますので、地産地消事業といいますか、市内で作られたもの、生産さ

れたものを山口市内で消費していこうというアプリになっていますので、それもぜひ

記述していただいたらありがたいなというふうに思っています。 

それから、脱炭素のことなのですがＫＰＩにも公共施設をどんどんやっていきますよ

という言葉はＫＰＩにもあるのですが、意思表示が弱いというか、もっと積極的に公共

施設、あるいは市内のいろいろな施設、脱炭素に向けて取り組んでいきますという、

強い意思表示が HPに見られないのが残念かなと思いますので、その辺も力強く表

記してほしいなというのが３点です。以上です。 

 

【松野会長】 

ありがとうございます。それでは永久委員、お願いします。 

 

【永久委員】 

ＪＡ山口県の永久弘之と申します。よろしくお願いいたします。 

農業においてもデジタル技術の活用促進ということで、このような記事を載せてい

ただいて、なかなか農業とデジタルというのは一般の市民の方にはつながらない部分

ではないかなと思います。そのように感じているところです。こういった資料で開示し

ていただくことによって、デジタルは農業の分野でいかに活用しているか、昔であれ

ば、職人気質の確固たる技術を持った方が、良い製品を作り上げるという、ある意

味、特殊な部分を持っていたのですが、デジタルの活用によって、多くの生産者がそ

れに似た農産物を作ることができるようになったという面では、知らず知らずの間に

農家の方もデジタルの恩恵をずいぶん受けているのだなということを分かっていただ

く上で、大変ありがたい資料を提出していただいたなと思う次第です。私も、ちょっと

お話ししましたが、デジタルという考え方からすれば、ある意味音痴な部類に入るの

ではないかと思います。こういった各分野からいろんな資料が出まして、中をじっくり

見てみますと、私も知らず知らずのうちにデジタルの恩恵に携わっていたのだなとい

うことは、この資料で理解することができました。率先して、デジタルというのは、いろ

いろな情報が集まって、膨大な資料の中から、自分の求めるものがどのように突き詰

めていくかというのが、一番デジタル音痴な人にとっては、難関ではないかと思うとこ

ろですが、そういった普段の生活の中で、気づかないうちにデジタルの恩恵を受けて

いたとそんな理想な姿ができると、あらゆる年代層の方で、デジタルに拒絶反応を起

こすような年代の方にも、こういった恩恵を広く周知できるのではないかなとそのよう



 

 

 

に思う次第です。私からの発言は以上です。ありがとうございました。 

 

【松野会長】 

次に、会田委員、お願いします。 

 

【会田委員】 

山口情報芸術センターの会田です。よろしくお願いします。教育の分で、ＹＣＡＭの

ことが取り上げられていただいて、スマートシティ推進ビジョン素案の１５ページに、Ｙ

ＣＡＭと連携した教育プログラムの推進ということで書いてあるのですが、松野先生

の資料にもありましたが、もはやデジタルというのが一体何なのかを知るという段階

は過ぎていて、どちらかというと、そのデジタルネイチャーというか、デジタルネイティ

ブな考え方が、そもそも発想のもとにデジタル的なプラットフォームを想定した様々な

施策の発想をしていきましょうということが前提になってくるということになるのだろう

なと思っていまして、期待されるところは、発想がデジタルを前提とした物事の考え

方、民主主義の基本ですけれども、政策に民意を反映するという基本的な在り方にお

いて、物理的な投票所に行って紙に書いて投票するという以外の方法を選べないと

いう前提を、どうやって考えないといけないのかというような議論をもちろんしなくて

はいけない事態になってきているのですね。当たり前ということではなくて、なぜその

デジタル化をできないのか、様々な問題、課題があって、出来ないわけですが、そうし

た発想の根本にデジタル的な視点がなければいけない状況になってきている。そうい

うところで、YCAＭに期待されている教育というのが、いわゆるかつて言っていたメ

ディアリテラシーというのではなくて、その発想方法に力を入れていくものでなくては

ならないということが、我々現場ではいつも考えているところです。 

そうした中で、こちら資料の「山口市スマートシティ推進ビジョン（兼）官民データ活

用推進計画」の話ですが、すでにあるプラットフォームの中に個別にたまっているデー

タというのが共通で利活用できないというのが一番の問題ということがあったので、

この中川委員の方からもありましたが共通の基盤、データベースの基盤、ＯＳとして起

動するようなそういったものが必要になってくる、それが一番重要だということがわか

ってきています。 

そうした中で、個人データ利活用によるセキュリティの問題だとかプライバシーとは

何かというような、データの利活用を前提とした社会でなかったら考えなくてよかっ

た、紙で整理されているということを前提としたことで、あまり心配しなくてよかったよ

うなことを、どのように心配事を取り除いていくのかということが、最大の課題になっ

ていくだろうと予測しております。例えば、図書館の利活用に関する図書館組合が発

表している中に、かつて図書館の利用履歴から個人の行動履歴をチェックして体制に

反対しそうな人というのを挙げていくみたいなことがあったために、図書館ではプライ

バシーの保護というのを最大限に守らなければいけない事項としてあげている訳で

すが、そうしたときに、心配されていたようなことは、デジタルな社会になった時に、本



 

 

 

当に心配はなくなるのかというようなことを、最大の課題になってくるだろうと。こちら

のデータ活用推進計画の素案の４９ページには、セキュリティおよび個人情報の適正

な取扱いの確保ということが書いてありますが、１２行目、１３行目というところで、蓄

積等の仕組みやルールを整備し、データ活用に係る地域住民の不安の払拭に努める

ことと書いてありますが、おそらくルール整備だけでは足りなくて、認識とか倫理とか

常識とか言ったことのアップデートをするために、周知、広報に相当のコストをかけな

いと、本当の意味ではデジタル利活用をした社会というのは訪れないというふうに考

えています。そうした努力というのは、今までは、恐らくみんなが喜んで参加してくれ

るようなデジタル社会はなかなか厳しいだろうなというふうに考えていたところです。

そうしたその広報、そうしたアップデートみたいなもの、常識のアップデートみたいなこ

とに広報や周知にコストをかけるということがどこかに盛り込めればいいのではない

かと思います。少し長くなりましたが以上です。 

 

【松野会長】 

どうもありがとうございます。何か他にありませんか。では次に田中委員お願いしま

す。 

 

【田中委員】 

山口観光コンベンション協会の田中です。よろしくお願いいたします。４９ページに

よくまとめていただいてありがとうございます。 

観光分野においては、デジタル化された今あるデータや情報をまとめ、使いやすく

して DXを進めていただければと考えている次第です。旅前においては、人流調査と

以前お話をしたことがあったのですが、先日県の観光連盟さんでも人流調査をされ

て、ビッグデータを取得されているということで、いろいろ情報を伺ったところですが、

今後、市独自というよりも、県とのより連携したマーケティングに努めていただければ

ありがたいかなと思っているのと、旅中においては現在実証実験中ですが、MaaSア

プリ「ぶらやま」があって、市の方で実証実験中ですが、例えばそれを中心にしてイベ

ントカレンダーをおいて、踏み込むであるとか、これは児玉委員の方からご提案をい

ただいたわけですが、そういった情報を組み込む。また宿泊者の方や、宿泊日から２，

３日間に行われるイベントや飲食店情報をプッシュ配信するとかそうしたことによっ

て、観光消費の向上を図るということも考えてもいいのではないかなと思っておりま

す。それから最後に、先日、観光経済新聞というので、日本の温泉１００選ということ

で、中間報告がありまして、昨年もそうですが、今年も湯田温泉が、ベスト１００にも入

っていないと。唯一県内で入っているのが、長門湯本です。昨年が５１位で、今年が４

６位の中間発表結果です。まだ最終結果は出ておりませんが、ベスト１００に入ってい

るのは、長門湯本だけと。まだまだ私ども協会の情報発信が足らないということがあ

るのですが、市民それぞれ皆さんが山口市の営業マン、セールスパーソンであってほ

しいなと。どんどん山口の良さ、湯田温泉があるのだというのを、発信していくような、



 

 

 

雰囲気の醸成をしていただければありがたいかなと思います。私からは以上です。 

 

【松野会長】 

何かご質問とかありますか。では次に中島さんお願いします。 

 

【中島委員】 

レノファ山口の中島です。ありがとうございます。５０ページの重点プロジェクト７

に、おいでませ山口・観光地域づくりプロジェクトの中にレノファ山口のリソースを活

用してということで、掲載していただいております。 

具体的な取組例の中の（４）に市民や企業、地域団体等と連携した、地域循環共生

圏の構築ということで、企業さんと地域とレノファ山口をつなぐというような趣旨のこ

とを書いていただいていることについてですが、１つは、我々の Jリーグ自体が環境省

と連携協定を結びまして、環境省が進められているような、地域循環共生圏の構築と

いうような取組を各地域でやっているのですが、そういった中で、今、我々も他の市

町さんの取組を含めて、意識しているのが、地域循環共生圏と合わせて、似たような

ことですが、地域経済システムという言葉もあるのですが、そのあたりのキーワードみ

たいなものが入っていたほうがいいかなと思いました。 

我々が申し上げるのも大変失礼ですが、SDGｓ自体をコストとしてとらえている企

業さんとかが非常に多いなと思っていまして、そもそも経済肯定しているからサステ

ナブルなのであって、なぜかコスト感覚も持っていて、SDGｓをコストととらえていて

進まない。これって、我々今、対面していて重要なキーワードではないかと思っていま

す。少し付随するのですが、他の市町で公民連携、官民連携でやっているやり取りと

して、さっき脱炭素系の話に絡むのですが、基本的に経済という言葉を使うとすると、

市の外から中にお金を入れるか、市から出ていくお金を減らすか、どちらからもコスト

パフォーマンス出ると思います。今、化石燃料が国外に出て行っているのを、地域の

中で循環させていくと、結果的に市の中から外に出ていくお金というのを減るものを

地域の中で回せないかという取組を、再生エネルギーというもので、一緒にやってい

る取組があって、それは山口市でできるどうかは別問題として、経済のエコシステム

だということを取り組んでいる方が企業さんも参画しやすいのではないかという点

は、我々が実際に取り組んでいる取組の中でもしているので、経済エコシステムとい

う言葉を使うほうがインプットしやすい、分かりやすいのかなと思いました。以上で

す。 

 

【松野会長】 

はい、ありがとうございました。何かありますか。よろしいですか。 

割といいテンポで進んでおりまして、ここで１５時から１０分休憩の予定でしたが、ち

ょうどこちら半分が終わったので、今から１０分ほど休憩を取ってから、また再開した

いと思います。では、１５時１０分までよろしいですか。ではまた後ほど始めますので、



 

 

 

お願いします。 

 

【松野会長】 

それでは時間になりましたので、会議を再開させていただきます。意見交換も引き

続き、行います。今度は鈴木委員からお願いします。 

 

【鈴木委員】 

山口市公共交通委員会の副委員長の鈴木です。私からは、感想めいたことになる

かと思いますが、３点ほど申し上げたいと思います。 

以前、交通に関してのご質問をさせていただいたときに、この山口市の公共交通の

総合時刻表をデジタル化するだけでもかなりのものができると大口をたたきました

が、その考え方は変わっておりません。今まで交通に関して、いわゆるアナログベース

で言いますと、かなり今までにいろいろな高度化を図ってきたつもりですし、一歩一歩

ですが、いろんな面で改善をしてきたつもりです。そういう意味では、やはりベースと

してのものがしっかりしていないと、デジタル化をすること自体ができたとしても、基に

なるものがしっかりとしたものがなければ、それは絵に描いた餅になりますので、それ

がどういう分野になるかはともかくとして、やはりきちんとベースをしっかり構築して

いくことが必要かなと思っております。それと同時に交通の分野では、市と交通事業

者と市民という関係の中で、これまで、信頼関係を作ることをかなり意識して取り組ん

できました。今後、デジタル化が進んだ時に、たとえばデータを出してもらう、あるいは

表現するといった場面が必要になるかと思いますが、その時に信頼関係がないと、出

してもらうというようなことが難しい場面が出てくると思います。そういう意味では、や

はりこれは、これもベースになるアナログの部分になりますが、その関係者の信頼関

係というのがやはり構築していく必要があるのではないかというふうに思っていま

す。それが１点です。 

それから２点目は、今、公共交通の方では、大体 2023年度末ぐらいを目途にバ

ス、鉄道の ICカード導入等に向けた取組をしていくところですが、これも導入そのも

のにもかなりコストがかかる話で、なかなかここにきてコロナ禍による減収などもあっ

て、事業者の資金的な能力をかなり超える状況の中で、県であったり、市の各沿線市

の補助等を見ながら、導入をしていくことになっているわけですが、もちろん導入の時

のコストもそうなのですが、何かの機能を加えようとしてシステムを改修しようとする

と、またここでかなり機能がある。実は交通 ICカード一つとっても、交通 ICカードで

できることは、単にバスや電車に乗ることだけでなく、いろいろな機能が考えられるこ

とは知られているところなのですが、ではこういうことにも使えそうだな、こういうこと

にも使えそうだなというのが単発でバラバラ出てきて、その都度システム改修すると

なるとこれは大変な話になってくるのです。そういうことを考えてみますと、一つのも

のをどこまで活用できるかというのは、それは分野や内容によって、変わってくると思

いますが、特に交通の立場から見たときには、それこそ観光だとか、医療だとか、教育



 

 

 

だとか、子育てだとか、様々なニーズは展開していく、そうだとすれば、やはり分野横

断的な仕組みをちゃんと作っておくことによって、では一つのものをこの部分で活用し

よう、あるいは逆に交通の方をここに乗せようと、そのようなことをちゃんと議論して、

無駄なく展開できるような仕組みを作っていかないと、かなり財政負担というか、コス

トだけがどんどん膨らんでいくようなことになりかねないのではないかという気がして

います。そういう意味で、分野横断的な考え方が必要ではないかというのが2つ目の

話です。 

3つ目は、最初に話が出てきました、都市型の地域でない地域。過疎地域であった

り、中山間地域のことなのですが、これも交通的にいうと、なかなか事業としては成り

立たない、それから担い手が非常に不足しているというような観点から、十分な交通

サービスを提供できていない部分というのがかなりあるというのが事実です。今後、

そうはいっても、その地域のニーズにいかに対応していくかという中で、限られた資

源をいかに有効活用するかということがこれからの大きなテーマになってきているの

ですが、これからデジタル化をしていくということの中で、かなりアナログで限界のあ

った部分をカバーできる可能性が、むしろこういった色々な地域の中ではあるのでは

ないかなという気がしておりまして、今回の資料の中でも交通に関しては、プロジェク

トのトップに書いていただいたり、非常にありがたいところですが、うまくデジタル化

と、それから限られた資源を有効活用しつつ、地域のレベルをあげていくというような

ことに、結び付けられればありがたいなというふうに思っております。資料のどことい

う話でなくて、全体的な感想めいたことですが、以上です。 

 

【松野会長】 

ありがとうございます。何かご質問等ありますか。次に児玉委員お願いします。 

 

【児玉委員】 

山口市医師会事務長の児玉と申します。私の方から、まず全般的なところで、これ

がご意見という形で受け止めていただいて構わないのですが、今この計画について、

いろいろとプロジェクトを含めていろいろな記載がされております。先ほどから色々な

委員さんのご意見もありますが、この計画の中で、ある程度、市民生活がどのように

変わっているか、まずそのあたりを市民目線で見えるような形の記載が少し盛り込ま

れているといいのではないかと感じています。なかなかデジタル化って、見えにくい話

なので、やはりそのデジタル化をして、では市民生活がどう変わっていくか、そこが市

民にある程度、こういう姿になるのだという、そういうところがみえるような記述がちょ

っとあるといいのかなと感じました。 

それから医療介護連携のところで、私の方から色々尽力させていただきましたが、

医療関係のデジタル化というのはなかなか思うように進まないという状況の中で、具

体的には 16ページ、地域医療体制の充実とＤＸの推進と記載等ありますが、いろい

ろ基幹病院とそれから開業医、クリニックをつなぐシステムを展開しているのですが、



 

 

 

なかなか今医療の広域化をしていますので、たとえば医療圏ごとにそういうシステム

が山口県も構築されております。県内で、7つか 8つあると思いますが、そういったと

ころで、今、実は圏域ごとにシステムが組まれている。そうすると圏域を超えていると

ころも結構あります。例えば山口市で言いますと、山口市防府医療圏というそういう

ところで考えると、では宇部に行ったらそのデータというのはとっていけないという、

そういう状況になると、そういうふうなところもございます。 

あるいは、コロナワクチンの関係でいろいろと話題に上っていますが、これも今、シ

ステムが3つか4つあるのです。最終的には、バーコードでデータを読み取りしたら、

接種のデータが読み取れる。実際にこれを使って医療機関と接種データを積み上げ

ていって、市の傾向を知る。ここで集約されているのですが、実はこのバーコード、読

み間違いが結構あって、なかなか大変だと。で、たとえば国から降りてきたシステムな

のですが、そのほかに、別のシステムがあって、そこのデータのやり取りができない。

横の連携ができていない。それから予約システムとの連絡ができていない。横の連携

をよく考えて、システムというのは、検討していく必要があると感じております。そうい

ったところで、バーコードは、読み取りがなかなか難しいと。今QRコードが出てます

ので、QRコードのほうがはるかに読み取りの間違いが少ないですし、簡単に読み取

れると思っております。国も今度、３回目のワクチン接種がありますが、バーコードを

QRコードのほうに追加をする中で、改変をされるというようなところもありますが、当

初からそうしていたらよかったのかな、と思っています。 

それから４５ページに重点プロジェクトということで、健康いきいきプロジェクト。こ

ういったところで、アナログ手帳をいろいろとデジタル化によって、データを蓄積して

いくということで、いろいろなところで、このデータを活用してというのは、これは非常

にいいことだというふうに思っています。このようなやはりいろいろなところで、アナロ

グのものを、デジタル化して、それがいろいろなところで、有効活用される、そういうふ

うな形のシステムというかそういう形にしていくのが、一番いい。やれるところから、介

護の連携が進むようなそういう取組というのをしっかりやっていければいいかなとい

うふうに感じたところです。以上です。 

 

【松野会長】 

何かありますか。では次に高田委員お願いします。 

 

【高田委員】 

NPO法人ほほえみの郷トイトイの高田です。よろしくお願いします。 

私たちの地域は中山間地域といわれる地域ですが、先ほど皆さんからもありました

が、山口市の中心部と比べてまったく状況が違うというところがたくさんあります。デ

ジタル化を進めていただくことで、高齢者の皆さんが安心して暮らせるということが非

常に望ましいと思いますが、私たちの地域でいろいろな取組をする中で、特に高齢者

の皆さんが、今の現状を受け入れてその地域で暮らすということに対して、あきらめ



 

 

 

ではなくて、前向きにこの地域でこうやって生きていくんだという覚悟をもって暮らし

ている方が多い。その方たちに新しい仕組みをいかに提供するかは非常に難しくて、

これを便利だとわかっていても、今更それを使わなくてもこうやって生きてきたからい

いよという言葉もよく聞いたりします。なので、私たちもいろいろ考えながら、デジタル

化の恩恵を知らず知らずのうちに受けていただく。もともと、農村地域には非常に強

いコミュニティがあって、コミュニティの中で支えあって、課題を解決してきたという、

いろいろな生活の知恵もありますから、ただそのコミュニティが人口が減少すること、

高齢化が進んで、高齢者の皆さんの行動範囲が狭くなることによって、もともとあった

コミュニティがなかなか維持できなくなる。なので、その維持できにくいコミュニティに

対して、いろいろ新しい技術を使って、そのコミュニティをしっかりと持続させていくと

いうことが非常に中山間地域では必要なのではないかと考えています。 

この提案プロジェクトの中でも、４６ページに中山間地域における高齢者支援体制

の構築というのがありますが、デジタル健康手帳とかを導入するとしても、なかなか使

えない世代もまだまだたくさんおられて、その方たちに言われて、それを使うことで、イ

メージしてもらう。だからたぶん、皆さんが求められているのは便利さではなくて、い

かにこの地域で安心して暮らすかということだと思いますので、以前の会議からも皆

さんの中から意見が出ていると思いますが、スマートシティというのを推進する、それ

から新しい技術を導入することで、自然に幸せになるのではなくて、どのように地域の

皆さんが暮らしたい、どのように幸せを求めているのかという、その人の考え方を中

心において技術を使っていくということを、ぜひ山口市の方でも進めていただけると、

人口が減ってきている我々のような地域にとっても、未来への希望というものが出て

くると思います。 

もう１つ、子育てのところで、親が活躍できるまちというのがあって、子育ての世代

の方にとってのイメージだと思いますが、中山間地域の我々からすると、そういう地

域、故郷をおいて、親が外に出て働いている方が非常に多い。外に出て働いている方

が自分の親の暮らしを安心できるようにしっかりとつないでいくことが、もしかすると

将来、故郷に帰って暮らしたいと思うことにつながるかもしれないので、そのあたりが

どこかしらで、この中でも離れて暮らす家族というのが出ていますが、しっかりとそう

いうところに関しては、デジタル化を進めることで共有出来たり、離れて暮らしていな

がらも、山間部においている自分の親であったり、祖母であったりという暮らしがわ

かって、山口市で親が暮らしているということに対して非常に安心できる地域だとな

ると、またその地域の価値というのが高まっていくのではないかなというふうに思って

います。 

全般的な意見ではなくて、中山間に特化した、私の方から意見を述べさせていただ

きました。以上です。 

 

【松野会長】 

はい、ありがとうございました。何かありますか。 



 

 

 

それでは藤井委員お願いします。 

 

【藤井委員】 

NPO法人あっとの藤井です。子育てという目線から、少し意見を言いたいと思い

ます。 

まずは山口市の研修で松野先生のDXのお話を私も視聴させていただきました。

話の中に、何度も、DXは覚悟が必要だということとか、組織の変革というのを強く言

っていまして、そこが、今回説明があったプロジェクトの中にしっかり盛り込まれたら

いいなと思うことと、皆さんも言われている横軸、縦の方はどんどん充実していくので

はないかと思うのですが、それを横軸で見たときに、どうなるのかなというのは感じま

した。 

また、このスマートシティの考え方の中に、最初の方の会議にあったのですが、生活

者目線をもって、考えていくべきではないかという話があったと思います。私と会田委

員で勉強させていただいたカスタマージャーニーマップ、A３の用紙ご覧になっていた

だきたいのですが、子育て世代を対象にした、困っていることとか、課題や対応策とい

うのをまとめてあります。その課題をみていただきたときに、財布を持ちたくないとか、

献立を考えるのが大変、ごみ捨てが遠い、重いとか、そういった意見を見たときに、お

母さんだから仕方ないよねと思われるのではなくて、毎日赤ちゃんとか、子育てをして

いるお母さんて、切実なのです。そういった生活者目線で感じることが。そういった生

活者目線で課題と思っていることが、このプロジェクトの中で解決、どのようにしてい

けるのかなというところは、一つ一つ見ていきたいなということと、男性ばかりの会議

で発言するのも失礼なのですが、このカスタマージャーニーマップの話の中で、女性

たちはやっぱり世の中、男性主体でいろいろ制度が決定されたり、男性目線で作られ

たものが多く、そこに私たちはあてはめられている。なので、やっぱり使いにくいとい

うところが出てくるんじゃない、という話が出ました。そういったところから、３５ページ

ですね、ビジョン計画の３５ページのところの黄色い部分に、下の方にもあるのです

が、子育てを通じて得た経験や知識を仕事や地域活動等へ生かすというところにつ

なげて、女性もしっかり、こういう制度とかを作ることにもしっかり生活者目線をもっ

て入っていく、それが子育てがアドバンテージになるまちづくりにつながるのではない

かなと感じました。ですので、そのプロジェクト、たくさんあるプロジェクト、生活者目

線をもっている女性たちや高齢者などもしっかりと参画して一緒に考えていける仕組

みになったらいいなと感じました。以上です。 

 

【松野会長】 

はい、ありがとうございました。なにかありますか。委員の方はこれで終わります

が、オブザーバーとして４名の方に参加していただいておりますので、ご意見を伺いた

いと思います。田中さんからお願いします。 

 



 

 

 

【田中オブザーバー】 

デジタル技術振興財団の未来技術活用統括監の田中と申します。私の方からは２

点です。 

まず資料の方でもご紹介いただいていましたが、２６ページですね。山口県と連携

した DXの推進というところで、正式には、もう少ししたら、リリースをさせていただく

形になるかと思いますが、山口県の取組として、山口デジタル改革の委託の中で、

DXの推進ということで、この秋、DX推進拠点という形で、報告します。その目的とし

ては県内のDXの推進に向けてやはりどういうふうに DXを進めていけばいいかわ

からないとか、実際にスキルだったり、その情報を実際に取り組むうえでの試算です

ね、どういうふうなことをしたらいいかわからないというところを支援することによっ

て、現在のDXを進めていく支援をするという形で、拠点の方を整理しているところ

です。 

全般におきましては、実際にご相談を受けることができる委託担当を配備しなが

ら、またY-Cloudという形で呼んでいますが、各種DXを進めるうえでのツールです

ね、分析ツールであったり、AIを活用したような実証ができるような環境を含めて、

構築の方を進めようとしているところです。この拠点を県全体で民間企業、自治体の

皆さんにぜひ活用いただきながら、県内の DXの推進を進めていきたいというふうに

考えています。 

今、スマートシティの関係に置きましても、山口市等とも、いろいろ事前の話をさせ

ていただく形になっておりますが、いろいろプロジェクトが進んでいる中で、県の方と

もいろいろ連携させていただきながら進めていければなあというふうに思っていると

ころです。 

あと１点、これと並行して、県の方で、官民連携のフォーラムということで、デジテッ

ク for山口という会員制組織を立ち上げています。官民連携の組織を立ち上げまし

て、山口市も、ご参加いただいているところです。実際に今、この会員制の組織、６月

に立ち上がりましたが、会員の方は４００名を超える個人の方、団体の方が参加をされ

ています。目的として、山口県に貢献したい。山口県におけるそのデジタルの推進に

貢献したい、課題を持っているがそれを解決していきたいという、皆様が集まってい

る組織です。ぜひこの組織、皆様のお力をお借りしながら、山口県全体の課題解決に

取り組んでいきたいということですので、このような組織を含めて、山口市の取組と

一緒になって、この取り組みも活性化させていければなというふうに思っているので、

よろしくお願いいたします。 

２点目です。今その、私どもの方で取り組んでいこうと思っているところですが、実

際にいろいろなプロジェクトの方、今立ち上げて進められようとされていると思いま

す。県の方でもいろいろプロジェクトを今、立ち上げて進めようとしていますが、やは

りこれだけ、データの重要性、データドリブンが試作をされていく中で、実際にこの試

作を行った、プロジェクトを実施した内容について、市でデータを用いて振り返られる

ようにしっかりデータを取得しておかないといけないなということをプロジェクトメンバ



 

 

 

ーの中で話しているところです。ただ山口市の皆さんの方もそれを意識されてらっし

ゃると思うのですが、実際にこの施策、KPIのところもありますけれども、実際にそれ

を評価するために、どういうデータを取っておけばいいかというところについては、実

際に実行段階だと思うのですが、しっかりそこは議論したうえで、データを蓄積してそ

れで評価していけれるという、形にしていく必要があるかなというふうに、我々も考え

ていますので、そちらの方、話させていただきました。 

あともう１点、県の取組の中で、シビックテックの活動であるとか、市民エンジニアさ

んの力も借りて活動をしているところではあるのですが、やはりいきなりすべて１００

点という、このシステムというのは難しいところかなと思います。今世の中で、アジャイ

ル的な考え方その、トライアンドエラーで実際にアプリケーションの中を改善していく

という、場面もありますので、実際にこのプロジェクトでつくったアプリケーションなり、

そのサービスというものについては、今までは作ったらゴールみたいなイメージがあっ

たと思うのですが、逆に作ってから開始というところが今後こういうふうなサービスを

提供していく上では重要なことかなというふうに考えておりますので、そこを継続的に

改善できるようなスキルなり、活動なりというものを意識していく必要があるかなとい

うふうに、日頃、思っているところもありましたので、話をさせていただきました。私か

らは以上です。 

 

【松野会長】 

はい、ありがとうございます。なにかありますか。 

では次、松田さんからお願いします。 

 

【松田オブザーバー】 

三菱総合研究所の松田です。これまでオンラインでの出席でしたが、今日は画面か

ら飛び出してきて、２年ぶりに山口に来ました。 

オブザーバーとして、もし私がこれをスーパーシティやスマートシティの審査をする

場としてやった場合に、どういうことが論点になるかというと、気になるのは、手段、主

語になるということです。DXは手段であって、市民主語になっているかどうかという

ところが分かれてくる。これによって、生活者の暮らしがどう変わるかというのがあい

まいであるということです。 

例えば、スマートシティが実現されたある日の一日というのを、子ども、若者、子育

て世代、シニアの世代別で、ストーリー性を持っているか、あるいは山口は日本の国

土型というのかな、中心市街地もあれば、近郊もあれば、中山間地もあって、エリア

型でのある一日というのをストーリー性、例えば１分の動画でもいいので、できないか

なということ。 

それから効果の定量化があいまいであるということです。KPIがその、よいと思っ

た人が増えるですとか、主観的な部分が多い感じがします。これは雇用が生まれるの

か、税収が生まれるのか、地元の大学の県外流出が何パーセント増えるか、あるいは



 

 

 

行った人の帰ってくる Uターン率がどうなのか、子育て書いてあるからには、出生率

書いていましたか、あるいは、医療費の削減の幅ですとか、健康寿命の延伸というも

う少しリアルなデータ、主観的なものだけでなく。それから規制緩和への要望がない。

スーパーシティはもう突っ返されたらやり直しになったら、規制緩和が少ないから、ハ

イテクの見本市になっているところであって、規制緩和の要望、もっと交通医療農業、

いくらでもあるのですよね。規制緩和がなんででてないかということです。最後は防

災に対してちょっと弱いのではないかと思います。多くの自治体は、災害です。最近の

問題は。山口災害が少ないといえるのもインフラの経年劣化、地中の管ですとか、経

年劣化大きな問題ですので、防災に弱いということと、以上がオブザーバーとして気

になったところです。 

 

【松野会長】 

ありがとうございます。何かありますか。 

次に須原さん、お願いします。 

 

【須原オブザーバー】 

皆様、いつもありがとうございます。ちょうど、毎週水曜日に山口に通うようになりま

して、去年の９月からちょうど１年を過ぎました。山口、だんだん私、個人的には第２の

故郷になっております。本当にありがとうございます。他の地域、１０都市くらい関わっ

ている関係で、例として、参考例としてお話させていただければと思います。 

大阪府のスマートシティ戦略部、私アドバイザー、やらせていただいておりまして、

その中でまず一つ、これは推進委員のメンバーの方にはリンク等をお送りしておりま

すが、大阪府の一番北にある豊能町というところ、１万９千人くらいのまちだけを切り

取りまして、リトルエストニアプロジェクトということで、吉村府知事直轄でやらせてい

ただいております。こちらのことに関しましては、今回、デジタル連携型スマートシティ

推進事業として内閣府総務省、国土交通省に選定をされまして、先々月、キックオフ

をし、実は昨日、豊能町、現場に行ってきて、約民間企業１５社くらいと一緒に連携し

て今後どうするかという話をしてきたところです。この情報に関しましては、コンパクト

スマートシティプラットフォーム協議会を作ってございまして、こちら一般公開もしてお

ります。全部の今までの申請書等とかも一般公開をしてなにをやっているかというの

をしております。目的というのが大阪でやっていることというのを、全部外に出して一

緒にやろうということが目的でありました。なんで豊能町みたいな北の端っこを選ん

だかというと、大阪の町中をやったところで、他のところに参考にならないということが

ありまして、どういうところかといいますと、豊能町の東側が阿東です。右側が阿東で

左側が宮野です。そんな感じです。なので、宮野までは電車が通っている。右側の阿

東の方には電車があまりないということで、過疎化が急速に進んでいるというデジタ

ル化だけではどうにもならないという町をわざと選んでやっていくということをやって

おります。 



 

 

 

その中で今やっていることというのは、松田アドバイザーがおっしゃっていた通り

で、言葉というのを、５ページにいきいきとか、豊かにとかあるのですが、こういった言

葉遣いというのは、結構各都市の表現として使われるのですが、それって要素分解し

ましたっていう、どう意味でしょうかというところ、誰に向けてですかというところです。

先ほどからペルソナという言葉を使っていますが、対象者というところ、その対象者の

人たちを男女分けて、世代を分けて、お子さんを持っている、持ってないで分けて、い

ろいろ細かく分けてから、いわゆるカスタマージャーニーマップといっていますが、い

わゆる生活の物語化までストーリーができてという話ですが、生活の物語化をしてい

って、それに対してデジタルジャーニーマップを作るというような話を田中さんがおっ

しゃっていましたが、それって何かといいますと、何を DXにするという話になる。まと

めると、いきいきという言葉なんかを要素分解して、その対象はだれとして、それを生

活の物語化していって、今ある技術で何できる、それで十分だったらそれでどうする。

まず使い倒してみよう。足りなかったら新しいものを作ってみようというようなことを

やっていってどうするかという、を進めるというのを着々と進めるということをしなが

ら、あとはどういう未来を作りたいのかといったところも、さっきの対象者の人たちに

聞いていって、そこからやっていきましょうというところで、まさに高田さんがおっしゃ

っていたように、阿東の人たちとかにしても、外に出ちゃった、要するに山口から離れ

ちゃった人たちがいるわけで、その人たちをどうつながるかというのが必要なんじゃな

いかというところです。 

私、福島県の大熊町という原発のある町のアドバイザーをしていまして、ここ皆さん

離散しているじゃないですか、住んでいる人も住民票もあるのですが、住んでいない

人のもあるので、それで要するにサポーターみたいな感じの、デジタル化みたいなの

を作ろうと、まさにレノファさんがやっているみたいな、J リーグサポーターみたいなも

の。つまり大熊町ファンみたいな形でみんながまとまる。こういった面でもレノファさん

が使えるのかなと僕は思っているのがいつも山口を忘れない、横浜に住んでいよう

が、仙台に住んでいようが、山口が心のふるさとみたいな形で外につなげるというの

ができたら面白いかなと思います。 

じゃあ山口でどんなことをさせていただいているかというところ、さっきの大阪の例

をちょっと見ると、やっぱりスマホを使えない人が多いですよ。豊能町とかに行くと本

当に。そこで何かをしようとしてもどうせ実験、つまずくので、今昨日まず決まったこと

ですが、どうするかといったら、大学を使おうと。大学生はみんなスマホを持ってい

る。近畿大学さん、東大阪市の近畿大学さん、キャンパスに２万人いる。ということは

豊能町より人口多いので、そこで大学生目線でそういったデジタル条件のものを実

験してもらって、不具合直して、使えるものをという。 

あと、IT難民になっているおじいちゃんおばあちゃんどうするかというところ。これ

はエストニアの事例ですが大学生や高校生がボランティアで教える。そこアナログで

す。なので、そういったことも含めて、東大阪市と豊能町と連絡してやってみようかと

いう話、というのをたぶん山口都市核と阿東、徳地とか徳佐とかいろいろできるので



 

 

 

はないかというふうなことも考えています。そういう技術のところで、人が足りないだ

ろというところがあるので、こちらの方、濵田さんとか会田さんとかご相談させてもら

って、やっているのが簡単に言うと、渋谷のデジタル関係の企業をメグリバに移しま

す。持ってきます。今一緒にプロジェクトをやっている連中なんかをもってきて、たまた

ま今回、札幌のデジタルハリウッドの拠点があるところ、ジーズアカデミーがあるとこ

ろの札幌ドラッグストアの仕事と今ちょうど山口の仕事をさせていただいているので、

ちょうどまさに、濵田さんがジーズアカデミーをメグリバで始めたということなので、札

幌、東京、渋谷、大阪あと山口をつないだ形のものを作ることをしております。 

あと、今できることで、何かやろうということで、明後日レノファのリモート応援会と

いうのをはじめてやるというので、デジタルではないのですが、まずはそういった、小

さいことから始めていって、やっぱり山口一番ということで、地元愛中心にして、受け

たらなということをやらせていただいているところです。 

なので、情報源に今後ともなれば、レノファさんであったり、コアさんであったりと

か、ＹＣＡＭさんであったりとか、あとはトイトイさんとか、あっとさん、ノウコウダーミン

さんの話ですとか、お母さん方の就職に資するように、こういったデジタル技術なんか

の講習会とかもできるようにしないといけないというのを、メグリバのメンバーと市の

職員といろいろとサポートいただいておりますので、今後ともよろしくお願い申し上げ

ます。 

 

【松野会長】 

はい、ありがとうございました。なにかございますか。 

では最後に財間さんお願いします。 

 

【財間オブザーバー】 

松田さんと同じく、リアルでの初めての参加となりました。三井不動産の財間と申し

ます。よろしくお願いいたします。 

全体を通して感じたところと、細かいところをいくつかお話したいと思いますが、ま

ず全体を通して感じたのがどうしても市の掲げるビジョンなので、こういう書きっぷり

にならざるを得ないのかなと思いつつも、行動主体が「シーン」に見えてしまうのです

ね。おそらくもっと市民、住民が自分たちで取り組んでいけること、取り組むこと、民間

事業者が率先して取り組んでいくこと、行っていくこと、多分そういうところが必ずあ

るはずだと思いますし、そういうメッセージをもう少し出せないかなという印象を受け

ました。そうすると若干、難しくなってくるのが、この中でのデータの取り扱い、活用推

進計画まさにここになってくるのかなという気がしていて、公共主体が公益目的で集

めるデータと管理運営運用と、民間事業者がそれを使うときの、もともとデータ集める

ときの目的との整合性だとか、多分単純に流用することができないでしょうから、取得

と管理とデータの加工ですね、そのあたりの管理監督、信頼性をどういうふうに担保

するのかなということ、絡んでくるので、若干難しい議論に入っていくなあと思いなが



 

 

 

らも、全体の印象はそういう感じです。 

細かいところという意味で言うと、これも何人かの方から出ていたのですが、私も

出ているそれぞれの KPI とか活動指標というのが若干気になっていて、特に KPI、

活動指標の項目は毎年度見直しや追加を行う云々というコメントも若干気になって

いて、多分、民間からするとKPIって、そのプロジェクトの投資効率って言ってはいけ

ないか、いいか悪いかの結果を判断するものだと思うのですが、まず一義的には。て

ことは、行うプロジェクトそのものをより強化するべきなのか、もうやめた方がいいと

いうやめるための判断材料としても使えるはずなので、そういう取り扱いのものだと

いうことをもう少し明確に位置付けたいなという気がします。毎年度見直しや追加を

行うというのは、おそらく KPIが活動指標の項目を見るのではなく、プロジェクトその

ものを見直していくべき話かなと思いますので、ちょっと書きぶりが違うのか、私の解

釈が間違っているのか、そんな印象です。 

もう一つは、時間が経つにつれて、高齢者の方、特に変化していくので、社会的な

課題とか全部変わっていくし、デジタルという意味での技術的なものもどんどん変

化、進化していくでしょうから、そういう意味では毎年度見直しや追加というのはその

通りだと思うのですが、その辺の変化に対応した柔軟性をもう少し持ちたいな、という

か柔軟的な考え方をもっておきたいなという印象を受けました。以上です。 

 

【松野会長】 

ありがとうございました。以上で、ここにご参加いただいている皆さんから一人ず

つ、コメントとかご意見をいただきました。時間が４時手前になっているのですけれど、

僕も後でしゃべりたいこともありますし、これからご意見をちょっとお聞きしたいので、

少し延長させてもらってもいいですか。ではそういうふうに進めさせていただきます。

何かあの、今皆さんに話をしていただきましたが、ご意見とか全体聞いてありましたら

お願いします。どうぞ。 

 

【A委員】 

１点ちょっと言い忘れていたことがあって、付け加えさせていただきたいのですが、

かなり以前から、会長が言っていたデータの横連携、皆さんもおっしゃったと思うので

すが、データの横連携、それからデータをいかに活用するか、という点がこの会議で

も共通理解になっているのではないかなと思ったのですが、今日見させていただいて

いる資料１を見ると、それが最後の方に出てくるのですが、私の意見としてはもう少し

前にもって来るべきではないかという気がしました。 

というのはですね、濵田委員が言われていたように、個別になっているけど、全体

の最適化になっていないのではないかというのは、個別のプロジェクトをまとめるよう

なものが、説明としてちょっと少ないのかなというふうに思ったのですね。皆さん言わ

れているように、データの横連携が非常に重要になる。そこが気になるというふうに言

われていました。ですので、データの横連携をしつつ、セキュリティ的にも、セキュリテ



 

 

 

ィを守りつつ、有効活用していくのが、山口市のスマート推進ビジョンだというような

主張になると、私はもっといいのではないか、というふうに思いました。なかなかデー

タ連携、データ活用というのは、見えないところですし、一般の方々は非常に不安にな

るところだと思うので、やはり、セキュリティの面というのをいかに説明できるか、とい

うことです。これ重要になる。そういう意味で、オブザーバー田中さんが言われたよう

に、どういう意味未来が描けるのかということですね、そのデータ活用をうまくするこ

とで、どんな未来が描けるのか、というところをきちんと説明できるとよりよくなるのか

なと思います。 

 

【松野会長】 

はい、ありがとうございます。他に何か、どうぞ B委員。 

 

【B委員】 

先ほど、指標の話もその通りだと思うのですが、そもそも、今現在、山口市のデジタ

ルレベルがどれくらいなのか、そこをちょっとリアルにしないと、指標自体、ＫＰＩも描け

ないのではないかと僕は思うのですね。山口市は本当に広いですし、住環境も違いま

すし、二つの都市核という言い方もされているのに、新山口とここの山口というのを、

少し解析ができるような、なにかベースを作ってからスタートするというようなことをし

ていかないと、ひとまとめでＤＸというのは、ちょっとやっぱり難しいなというような気

がします。 

 

【松野会長】 

はい、Cオブザーバー。 

 

【Cオブザーバー】 

はい、ありがとうございます。少し足させていただくと、私一年間、見させていただ

いて、だんだんと土地勘が出てきて、びっくりしたのが、阿知須の方だとか、新山口、

小郡、こっちも吉敷にしても、大内にしても、宮野にしても、阿東徳佐にしても、別の国

というぐらい、山口市ってバラエティに富んでいるなという。私千葉の出身なので、千

葉ってのっぺりしていて、結構どこも似たような感じなのですよ。それに比べるとすご

くバラエティに富んでいるなというふうに思って、それで聞くと、もともと違うという。 

まさにいろんな地域でのニーズといろいろ各地域での、デジタル、ＩＴに対するリテ

ラシーというようなものとか、というのもずいぶん違うのかなというのを、実感として感

じます。何が言いたいかといいますと、今、他の地域でも言っているのですが、よく、

産官学、官民連携という順番になっているのですが、うまくデジタル化というか、社会

のＩＴ化が進んでいるところは、大学が結構中心なのですね。ご存じのように、シリコン

バレーのバークレイとか、スタンフォードとかがあって、じつは順番が産官学ではなく

て、学産官ですね。なので、学校とか、例えば今おっしゃったように、今の状況がどうな



 

 

 

のかということをしっかりリサーチして、データというか情報があったうえで、そこから

民間企業がどんなチャンスがあるのかということを絞っていって、それがやりやすいよ

うに、官が石をどける、もしくは新しい川を引くみたいなことをやられているというとこ

ろがうまくいっているなと思います。そういった点でも一度、山口市ってダイバーシテ

ィがあるところなので、そういった面で、一回調査をされて、大学と連携をしてまさに

松野先生みたいな専門家がいらっしゃるので、データファイナンスという言葉、やっぱ

り今の社会には、その男中心の社会で、そのままやっていくと、そのまま維持する、で

は将来どういった社会を作りたいかというところをやっぱりアカデミーの先生を混ぜ

た形で、あとはさっき言った、ペルソナ、対象者の意見を入れた形で、何か作って、逆

算するというのが一回あってから、そこをスタートで、次指標というのがあるのかなと

いう感じです。以上です。 

 

 

【松野会長】 

はい、ありがとうございます。他何かありますでしょうか。よろしいですかね。では僕

の方から、少し話をさせていただきたいと思います。 

資料としては、お手元の参考資料の 2、ＤＸを主軸としたスマート“ライフ”シティの

創造というのが、それをちょっと出していただければと思います。これはさっき、話があ

りましたように、9月 27日に市役所の研究会で話をさせてもらいまして、9月のはじ

めくらいのものです。これはどこに渡されてもかまいませんので、使ってもらっても大

丈夫です。90人くらい、特に若い人たちに話をさせてもらいました。ですけど、組織と

してこういうのを進めていくためにはやはり、部課長さんとか、市長さんとかが動かし

ていかれるでしょうから、もしお邪魔でなかったら、そういう人たちにも話をさせてい

ただくといいかなと。どうして若い人かといいますと、うちの大学でもこれから DXや

りますが、僕らが出ていってもダメなんです。もうすぐ退職でいなくなりますから。次

世代の人達に真剣に考えてもらって、上の人たちはその人たちにある程度権限を渡し

て、文句は言わないというふうなステップを取っていくというのが大事で、あの時市役

所の方に言いましたのは、そのために必要なのは覚悟です。そういうふうにやるのだ

と、これは組織を変えるということなので、かなり大変な作業ですけども、そういう話

をさせていただきました。 

簡単なことではないですが、DX というのはそういうものです。それでまずここに示

させていただきましたが、まず、下からデジタイゼーション、この図で右の方に小さくな

っていますが、その下にデジタライゼーション、その上にデジタルトランスフォーメーシ

ョンとあります。この区別をまずちゃんとつけるということです。基本です。デジタイゼ

ーションは昔アナログの携帯電話だったものがデジタルに変わりました。で、それら  

iモードとか写メとか出てきましたが、当時の言葉。これはデジタイゼーションをやった

からできたことです。その次がデジタライゼーション、どこが違うかというと、業務と

か、プロセスとかをデジタル化します。下のアナログのものを単にデジタルにするだけ



 

 

 

だったのですが、これは業務です。その上がデジタルトランスフォーメーション。デジタ

ルトランスフォーメーションというのは何かというのを、簡単に説明するために、スライ

ドを送ってもらいます。これ、ご存じですよね。スーパーとかに行って、バーコードをピ

ッとやると、これがなかなか通らないので、いやになったのですが、これ何かといいま

すと、そもそも昔はレジ打ちのスタッフの人がいて、値段を見てこうやって打っていた

のですが、これがいつの間にか、バーコードをピッとやったら、計算して、それでお金

を入れたら清算できるということです。これってもともとレジ打ちのやつをそのお客さ

んたちにしてもらうためのシステムなのですよ。レジ打ちの考え方は全く変わっていな

い。ちょっと送ってもらうとこれはデジタライゼーションです。レジ打ちというプロセスを

デジタル化しただけで、もっというと誰のためかというと、スーパーの、お店のためで

す。人減らしだから。これはデジタライゼーションの典型。では物を買うというのを、ど

うやったらデジタルトランスフォーメーションになるかというと、アマゾンゴーというらし

いですが、アメリカの方で、右から人が入っていってますが、店の中に入っていって物

を買うと、そのまま持って決済する。これは何のためかというと、消費者のためです。

これを実現しようと思ったら、おそらく店の中に入って、まずその人がだれかというの

をやらないといけないし、物を買うとき、どの物を買ったというのを自動的にやらない

といけないから、裏で情報システムが動いているのですよ。これだけのものを作ろうと

すると、相当なものをつぎ込んで、お金も、知恵も、技術もつぎ込んでやらないとでき

ない。これまでやればデジタルトランスフォーメーション。だからここに小さく書いてあ

りますが、そもそもデジタルトランスフォーメーションというのは、変革なんですよ。こ

こを間違えないようにする。よくものを見ると、デジタルトランスフォーメーション、ＤＸ

を単にデジタル化の意味で使っているものがものすごくたくさんある。むしろそう思っ

ている人のほうが、どうやら多い。ここをまず、さっきの、デジタイゼーションとデジタラ

イゼーションとデジタルトランスフォーメーション、どこをやっているのかということをま

ず認識する必要がある、ということが言いたい。 

その次にＤＸの定義とあります。ここ、枠の中に書いてありますが、定義は僕なりの

定義ですが、デジタルを軸とした全体最適化を図ることによって、部分最適の集合体

から脱却し、組織を変革することということです。全体最適の話とかは、今もいろんな

人からの話が出ていました。これですね、イメージからすると、今もどういうことかとい

うと、今日の話の中でも市の重点プロジェクトとか今やっていることの中でも、個別の

デジタライゼーションが並べてあるのですよ。だけどそれで、全体って何をするのかと

いうことが、そこまでいくとDXになります。右の方に絵がありますが、要するに今やっ

ているのは、山口市さんに限らず、多くのことがこうなのですが、デジタライゼーション

が多いです。つまり木を育てて、木を見て森を見ずの状況になっている。本当は全体

最適化をすることが DXなので、木を育てて森を造る、そういう考え方でやる、という

ことが大事です。それで次捲っていただくと、裏の方に、『スマート“ライフ”シティ山

口』の創造というのを書いています。中に書いているのは、まず一つ、今回スマートシ

ティでやっていますが、同時に山口市さんは山口市の組織のデジタル化を進められて



 

 

 

いると思います。スマート自治体と言うのですかね。これは一体的にやらないといけな

い。そもそも山口市さん、行政のところにはいろいろなデータがたまっていきます。情

報もたまっていきます。それは市民の生活と直結しているはずなので、スマート自治

体の話と、スマートシティの話は一体的に動かす必要がある。そのうえで、下の図を見

てもらいたいのですが、これは今回、資料の１のところに出ています、例えば１２ページ

の絵ですね、この絵と前の方の、５ページのところにある絵を、これあらかじめ、ちょっ

と山口市さんからもらいましたので、それを基に私なりにＤＸふうにアレンジしたもの

です。これさっき、杉井委員が言っていましたが、今回のこの分では、後ろの方に、ＤＸ

に係る話があるのです。要するにこれで言うと、６６ページのところに重点プロジェクト

１３のところ、データ連携基盤の構築、これがまさにその全体最適をするための基盤な

ので、まずこの話を意識する必要があって、これを意識して書き直したのがこれです。

下の方にあるのは、デジタル化、デジタライゼーション。今日出ている、今日話いただ

いたのは、デジタライゼーションがそのいっぱい実行されます。で今度、そこをデジタ

ル化したことのデータをその上にそれぞれ三つ矢印がありますが、これを都市 OSの

ところで横連携します。ここで。さらにたまったデータをビッグデータ解析とか、AIを

活用して、ここで新たなやりたいことは大きく変わって、２つなのですよ。１つは組織を

見直して、そこで出てきた、無駄とかを省いて、余剰でなはないですが、それをもっと

付加価値の高い仕事に振り分ける。という業務の効率化。あともう一つは、データを

使って新しい価値を作るということです。それでより市民の生活をよくしていく。その

価値を見出すということがAIのできることなので、そういうふうに活用していくという

ことです。データの横連携とデータを統合してやるというのは、そのために非常に重要

なことです。それを今度どうするかというと、そこにDXというのがありますが、目的は

もともとスマート“ライフ”シティというのを作りたいのですよね。誰もがいきいきと豊か

に暮らせる持続可能なまちというのがビジョンでそれを実現するために、デジタイゼー

ション、デジタライゼーションで、データを集めてそれを都市 OSに乗せて横連携をし

て、ビッグデータ解析、AI とかやって、それをやること自身が DXなので、それでビジ

ョンを達成するということです。ぜひちょっと最初に、杉井委員も言っていましたが、こ

のことを掲げてほしいというのが、私の考えていることで、そういうふうにちょっと、市

役所の方ともこれから最終バージョンを作るときには、やらせていっていただければ

なというふうに思っております。今日出された資料３の素案とか、これをぜんぜんその

まま使えると思います。いかにこれを全体的に俯瞰できるということが、全体最適の

面から俯瞰できるかということが、これからやるべきことなので、そういうふうに進め

ていきたいというふうに考えております。ちょっと、話させていただきましたが、何かご

質問等ありますか。それで、特になければ、そういうふうに、あとはスマート推進室の

ほうと私の方とでまた、最終バージョンのようなものを作らせていただければと思いま

す。 

それでは、今後の日程のところにいきたいと思います。これは市役所の方からよろ

しいですか。 



 

 

 

 

 

４ 次回の日程 

【事務局】 

では、今後の日程ですが、先ほど、説明の中でも申し上げましたが、第８回推進協

議会につきましては、令和４年の１月１９日、水曜日、１０時から、場所は防長苑の方で

開催を予定しております。詳細につきましては改めて、ご案内差し上げたいと思いま

す。ただ、今回、発言しきれなかったご意見等につきましては、お手元の資料６の意見

書等にご記入していただいて、また事務局の方にご提出いただければと思います。以

上です。 

 

【松野会長】 

はい、どうもありがとうございます。ここまで、会議全体として、何かご意見とかあり

ますでしょうか。では、大体２０分前に終わりそうですが、ないようでしたら、以上を持

ちまして、今回の会議を終了させていただきます。どうもありがとうございました。 

 

【事務局】 

失礼いたします。委員の皆様方には当初の予定の時間を超えて長時間にわたりご

協議いただきまして、ありがとうございます。さまざまなご意見、ご提言、それからまた

宿題をいただいたというふうに思っていますので、次回の会議までには、会長さんと

も協議をさせていただきまして、また次回、ご提案させていただきたいと思っておりま

す。本日は、長時間にわたり、どうも、ありがとうございました。 

 

５ 閉会 
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